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研修講座追加募集のご案内

希望研修の追加募集の一覧が更新されています。これからお申込みいただける講座もあります。
講座の詳細は、各校へ配布させていただきました講座案内（HPでも閲覧可能）をご覧ください。

追加募集講座の一覧は、センターH.P.からご覧いただけます。（下図をご覧ください。）

なお、9月28日を以て、追加募集の受付は終了します。

追加募集のお申し込みは電子申
請で承ります。H.P.の希望研修の

ページから追加募集申込システム
をダウンロードしてお使いください。

ご不明な点は、企画調査部へお
問い合わせください。
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単元をつくろう④ 算数・数学編  

算数・数学では，どんなことを考えながら単元構想をしたらいいの？ 

◆本事例の学習の流れの具体 

▶▶▶事例のように，「日常の事象を数理的に捉え，数学的な表現・処理し，問題

を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考えたりする」問題発見・解決す

る過程を位置づけ，一連の流れになるような単元展開をすることで，児童・生徒

の主体的・対話的で深い学びが実現し，資質・能力が育成されます。 

ミガコ先生 

ウェーブをする人数とウ

ェーブをするのにかかる

時間との関係がわかれ

ば予想できるんじゃない

かな。 

 

体育祭で全校生徒３２０

人が一列に並んでウェー

ブをします。このとき，ウェ

ーブをするのにかかる時

間を予想してみましょう。 

 

他にも，比例を使って同

じように問題解決できる

場面がないか探してみま

しょう。 

調べたデータをわかりや

すく表して，人数と時間の

関係を調べてみましょう。 

グラフを基に，全校生徒

がウェーブをするのにか

かる時間を求めるには，

どうしたらいいでしょうか。 

 
みんなで輪をつくり，320

人分のウェーブをして，

かかる時間を実際に確か

めてみましょう。 

 

つなぐ先生 

単元で育成する資質・能力を明確にし，前単元・内容からのつながりを考え，

事象を数学的にとらえ，算数・数学の問題を見いだし，問題を自立的，協働的

に解決する過程が実現できるように，単元構想していくことが大切です。 

平成 30 年度 教育課程編成・学習指導の基本（長野県教育委員会）p37 より 
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（チャレンジ問題の一部） 

総合教育センター 
4月から 7月末日までの４ヶ月間で，クリア・チャレンジ問題のページへアクセスされた数 5227件にな

ります。毎月，多くの先生方に，授業や家庭学習など様々な場面で活用していただいています。 

この事業は，結果を「結果入力シート」に入力し，結果集計を締め切り日までに，総合教育センターに

送っていただくと，その月に参加した児童生徒の平均正答率との比較など結果の分析に役立つ資料を後日

学校に直接返送するものです。 

１学期に「結果入力シート」を活用していただいた先生方からの声を紹介します。 

 

 

積極的な活用を！
～クリア･チャレンジ問題と結果入力シート～  

「結果入力シート」の送付先メールアドレスは次のとおりです。参加をお待ちしています！ 

＜E-mail＞ kyouka@edu-ctr.pref.nagano.jp 

「結果入力シート」を活用して 
授業改善を！ 

左のようなシートの4カ所に入力し，メールにてセンター

に送ってください。多くの学校にご参加いただくことで， 

さらにデータの信頼性が高まります。 

 「どんなものなのかな？２学期から試しにやってみよう」

くらいの気持ちでかまいません。毎月必ず参加しなくてはい

けないというものでもありませんので，その月の都合に合わ

せて参加してください。チャレンジをお待ちしています。 結果集計シート：中２国語クリア問題 
（    の部分を入力してメールでセンターへ） 

本校では，毎月 5，6 年生が算数のクリア・チャレンジ問題を活用しています。

計算問題だけでなく文章問題もあるので，学級・学年の苦手な単元などもわかり

ます。始めた頃は解答の仕方や説明の書き方などに苦戦している子どもの姿も見

られましたが，毎月行うことで徐々に力をつけてきている様子が子どもの取り組

む姿からうかがえます。

授業では意識して「説明する活動」を多く取り入れて

います。なので、チャレンジ問題は、説明する力をつけ

てきた子どもにとってよい刺激を与えてくれます。 

結果が送られてくると、また来月もクリ

ア・チャレンジ問題をやって、センターに

送ろうという気持ちになります。少人数担

当職員と担任と連携して、これからも続け

て参加していきたいと思います。 
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8/18(土)チャレンジしののめ塾へご来場ください！

今年も、教室や
体験コーナーを
たくさん準備し
て、所員一同お
待ちしています

チラシはセンターH.P.から
ダウンロードいただけます。
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